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都内におけるＰＣＢ廃棄物等の保管・使用状況について 
 

このたび、ポリ塩化ビフェニル(ＰＣＢ)廃棄物等の届出の結果を、以下のとおり取りまとめましたの

で、お知らせします。なお、今回の保管・使用状況届出書は、平成１６年１月１５日から東京都庁第二

本庁舎９階北側、環境局廃棄物対策部において縦覧します。 
 
１ 保管量及び使用量 

   「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」及び「東京都ＰＣＢ適正

管理指導要綱」に基づいて届出された平成 1５年 3 月末におけるＰＣＢ廃棄物の保管量及びＰＣＢ

製品の使用量は以下のとおりです。 

   なお、届出事業所数は、７,２０５事業所となっています。 

機 器 種 別 保  管  量 使 用 量 
高圧トランス    １,４５１ 台 （1,390台） ２５３ 台 （477台） 

高圧コンデンサ ２０,４２９ 台 （20,056台） ３,０７０ 台 (2,834台) 
照明用安定器 １,１１０,０００ 個 （1,060,000個）  ７０,９００ 個 (87,700個) 
ＰＣＢを含む油   ４５,８００ ㍑ （35,300㍑） ――――― 

その他小型機器  ２４７,０００ 個 （200,000 個） ７００ 個 (160個) 
感圧複写紙     ６７,７００ kg （65,900 kg） ――――― 
柱上トランス   ２５,９５６ 台 （23,692台） １０３,０００ 台 (107,000 台) 

 油として保管   ４５,２４０ ㍑ （106,670 ㍑） ――――― 
微量PCB 含有機器 ４０,６００ ㍑ (油量換算）    ３,８９０,０００㍑ (油量換算） 

○ 「その他小型機器」には、低圧トランス・コンデンサ、リアクトル、放電コイル等が含まれています。 
○ （  ）については、前回調査（平成１４年３月）の保管量又は使用量です。 
○ 「微量PCB 含有機器」とは、従来、PCB が未混入と考えられていた機器から、微量の PCB が検出さ

れた機器のことです。昨年、この様な機器の存在が明らかになり、今年度から届け出されています。 
 

２ 都内の保有絶縁油量について 

   微量 PCB 含有機器以外の保管・使用台数等を絶縁油量に換算すると、保管量が約２,５００㌧、

使用量が約６,２００㌧となります。他に、未届けなど保有状況の確認ができなかった事業所分の約

１００㌧を加えると、都内での保有絶縁油量は約８,８００㌧と推計されます。 

 
３ ＰＣＢ廃棄物処理施設について 

   一都三県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）に保管されているPCB 廃棄物の処理を目的と

した処理施設が、環境事業団により中央防波堤内側埋立地内に建設されます。平成１７年１１月の

稼動に向け、現在、環境影響評価手続き等を行っております。この施設により、都内の PCB 廃棄

物は、平成２２年度までに処理される見込みです。 
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